








































0 0 0 0
、以至如今、不是自会、亦不是別有一竅子、亦不是等閑理会、一理会便会」と
ある。
（ 2）嘗終日～終夜不寝…「年譜」紹興 12年（1142・先生 4歳／481 頁）条に「常侍宣教公（陸九
淵の父、陸賀を指す）行、遇事物必致問。一日、忽問天地何所窮際
0 0 0 0 0 0 0 0
、公笑而不答、遂深思至
0 0 0 0
忘寝食
0 0 0
」とあり、また紹興 21年（1151・先生 13歳／482 頁）条に「先生自三四歳時、思天
0 0
地何所窮際不得
0 0 0 0 0 0 0
、至於不食








0 0 0 0
、亦由是也
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先生 24歳）条とほぼ同一記事／485頁）条に「復斎家兄（陸九淵の 5兄、陸九齢を指す）一
日見問云、吾弟今在何処做工夫
0 0 0 0 0 0
。某答曰、在人情事勢物理上做些工夫









0 0 0 0 0 0 0 0
、真所謂伐南山之竹
0 0 0 0 0 0 0 0
、不足以受我辞
0 0 0 0 0 0
。然其会帰
0 0 0 0
、総在於此
0 0 0 0
」とある。「所
謂」以下は、『漢書』巻 66、公孫賀伝に「南山之竹不足受我辞




















0 0 0 0
之説、則厲辞以斥其過、而不容其弁」とある。
（ 9）以束書～虚説爲病…もと蘇軾『文集』巻 11、「李氏山房蔵書記」（中国古典文学基本叢書、中
華書局 1986 年 3月／2・359 頁）に「近歳市人転相摸刻諸子百家之書、日伝万紙、学者之於
書、多且易致如此、其文詞学術、当倍蓰於昔人、而後生科挙之士、皆束書不観
0 0 0 0
、游談無根
0 0 0 0
、
此又何也」とある。これを踏まえて「語録」上・166条（厳松録／419頁）に「束書不観
0 0 0 0
、
游談無根




0 0 0 0 0 0 0 0 0
、只見某在看書




り、また「年譜」紹興 19年（1149・先生 11歳／482 頁）条に、「伯兄
0 0
総家務、嘗夜分起




0 0 0 0
、或秉灯検書




0 0 0 0
、切己致思
































































0 0 0 0
、須要如此涵養
0 0 0 0 0 0
」
とある。「惟精惟一」は、もと『尚書』大禹謨に「人心惟危、道心惟微、惟精惟一




0 0 0 0 0 0 0
、如木日茂






0 0 0 0 0
」とある。
（ 3）雖如顔子～坐井然者…「文集」巻 5「与戴少望」（63頁）に「雖如顔子
0 0 0 0
、夫子猶曰未見其止
0 0 0 0
。
易知易従者
0 0 0 0 0
、実有親有功
0 0 0 0 0
、可久可大
0 0 0 0
、豈若守株坐井然哉
0 0 0 0 0 0 0 0
」とある。「未見其止」は、『論語』
子罕に「子謂顔淵曰、惜乎、吾見其進也、未見其止也
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（ 5）吾所發明～自下也…「語録」上・81条（傅子雲録／405頁）に、「吾所発明































0 0 0 0 0 0 0
、近日学
者把作一事、張大虚声




0 0 0 0
、無貪高務遠

















































































0 0 0 0
而源流深遠
0 0 0 0
、
豈腐儒鄙生所能窺測
0 0 0 0 0 0 0 0 0
。……語円意活
0 0 0 0
、渾浩流転
0 0 0 0
、有以見所造之深
0 0 0 0 0
、所養之厚
0 0 0 0
、益加歎服」と
ある。










（ 6）能使治化～效者也…「年譜」紹熙 3年（1192・先生 54歳）条に引く章穎（茂献）宛ての書
簡（511頁）に「先生治化孚洽








0 0 0 0
。相保相愛
0 0 0 0
、閭里
熙熙、人心敬向、日以加厚。吏卒亦能相勉以義
0 0 0 0 0 0 0 0
、視官事如家事、識者知其有出於政刑号令之




0 0 0 0
、可以験躬行









0 0 0 0 0 0
、悠久不息
0 0 0 0
、而
人之得於道者
0 0 0 0 0 0
、有多寡久暫之殊









0 0 0 0
、不可不弁也














0 0 0 0
、所存者神
0 0 0 0
、上下与天地同流














0 0 0 0 0
。次早、某請先兄説、先兄云、某無説、夜来思之、子静之説極





0 0 0 0 0 0 0
、比来見
得子静之学甚明











































































（ 1）郡學舊有祠…「年譜」紹熙 4年（1193／514 頁）に「金谿宰王有大建復斎象山二先生祠」と
あり、また楊簡『慈湖遺書』巻 2（『楊簡全集』、浙江大学出版社、2016 年 6月、所収／7・
1863 頁）に「二陸先生祠堂記」（紹熙 4年 6月 9日との記載がある）が見える。
（ 2）葉公夢得…葉夢得（生卒年未詳）、江西貴渓の人。是斎と号した。陸九淵の門弟、傅子雲に
師事し、淳祐 10年（1250）から翌 11年にかけて、知撫州の任にあった（李之亮氏『宋両江
郡守易替考』、巴蜀書社、2001 年 5月／501 頁）。なお『石林詩話』、『石林燕語』等の作者と
して知られる葉夢得（1077～1148）は、同姓同名の別人物である。




人。清・李䊐『陸子学譜』巻 7、「弟子」2（商務印書館、2016 年 12月／143 頁）、趙偉氏
『陸九淵門人』（中国社会科学院出版社、2009 年 8月／172 頁）等を参照。
（ 5）傅公子雲…傅子雲（生卒年未詳）、字は季魯。陸九淵晩年の門弟で、いわゆる槐堂諸儒の一
人。陸九淵「語録」の筆頭記録者であり、陸九淵から嘱望された弟子の一人でもある。「語
録」上・181条（厳松録／422頁）（また「年譜」淳熙 15年（1188・先生 50歳）条／503
頁）に「松問先生、今之学者為誰。先生屈指数之、以傅子淵（夢泉）居其首、鄧文範（約
礼）居次、傅季魯
0 0 0
（子雲）、黄元吉（裳）又次之」とある。また『陸子学譜』巻 10、「弟子」
5（214 頁）、『陸九淵門人』（218頁）等を参照。
（ 6）祠實經始～而落成…淳祐庚戌の年に陸氏の祠堂が落成したことは、「年譜」淳祐 10年（1250
／528 頁）に「夏五月、撫州守葉夢得命金谿宰王更創祠堂、増葺書院。初、二先生祠与槐堂
異処。乃命王宰以七月六日鼎創新祠于槐堂之前、翼以四斎、環以門廡、自是規制悉出於郡
焉」とある。
（ 7）恢之先君～以記下屬…「恢之先君親師先生」は、包恢の父、包揚（顕道、生卒年未詳）を指
す。もと陸九淵の門弟であったが、陸九淵の死後、兄の包約（詳道）、弟の包遜（敏道）とと
もに朱熹に師事した。陸九淵「語録」、および『朱子語類』いずれもの記録者として知られて
いる。『陸子学譜』巻 9、「弟子」4（205 頁）、『陸九淵門人』（57頁）等を参照。「而必嘗有」
以下は未詳。後文とのつながりから、仮に〔通釈〕のように解釈した。
〔通釈〕
　陸梭山は、諱は九韶、字は子美。陸復斎は、諱は九齢、字は子寿、諡は文逹。陸象山は、諱は九
淵、字は子静、諡は文安。郡学には、もともと（陸氏の）祠堂があったが、いまだ称揚されていな
－ 135 －
中嶋：南宋包恢の陸九淵評価
かった。いま郡守である葉夢得が赴任してきた当初、士友らが（祠堂を）新しいものに改めるよ
う頼んだところ、葉夢得は嘆惜して「（いまの祠堂は）到底、師に対するものだとはいえない」と
いった。そこで郡博士の趙与䤽に命じ、ともに相談して、ついで郡学の西側に空地を得て、かくし
て三間の祠廟を建て、その左右に渡殿を造り、前方に正堂を一つ設け、外側に直舎（宿直室）を四
つ設け、さらに外側に書庫を建て、その下方には書斎を四つ並べた。横側は開けており、敷地外に
は竹林があり、その竹林の中にはあずまやを設けた。内外の設備はことごとく揃い、祠堂のありさ
まは十分に備わった。これらはみな以前にはなかったものであり、ほとんど師に対する礼のようで
ある。（陸先生の）下座には袁燮を従祀したが、それは陸先生の学をおさめ、かつてこの国の倉部
司をつとめ、また道を教え行ったからである。ついで傅子雲を従祀したが、それは陸先生に嘱望さ
れて、かつてこの学を正し、また後進の手本となったからである。葉夢得はこの傅子雲より教えを
受けて、江西象山よりやって来たものである。
　祠堂の建築は、淳祐 10年（1250）9月に着手し、11月になって落成した。これより以後、この
祠を祀り、この堂に上る者は、三先生に近しく従学するがごとくであり、躍如として興を覚えぬこ
とがあるであろうか。また門より堂に上り室に入れば、順序通りに進めぬものなどあるであろう
か。葉夢得は包
わたし
恢の父（包揚）より、必ず（陸先生に）従学した様子を聞いており、（それゆえ包
揚の子である）私に（この文章を）記す（ように言ったのである）。辞退したが許されず、僭越な
がら私の知るところを以上のように述べてみた。あるいは（陸先生の）淵源のあらましを考究でき
たであろう。淳祐 11年（1251）3月望日、後学である私（包恢）が記す。
